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【資料 1】  

 

鴻 巣 市 立 小 ・ 中 学 校 の あ り 方 研 究 懇 話 会 傍 聴 規 程  

 

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 規 程 は 、 鴻 巣 市 立 小 ・ 中 学 校 の あ り 方 研 究 懇 話 会

（ 以 下 「 懇 話 会 」 と い う 。） の 傍 聴 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も

の と す る 。  

（ 傍 聴 の 手 続 ）  

第 ２ 条  懇 話 会 を 傍 聴 し よ う と す る 者 は 、 自 己 の 住 所 及 び 氏 名 を

傍 聴 人 受 付 票 に 記 入 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 傍 聴 人 の 定 員 ）  

第 ３ 条  傍 聴 人 の 定 員 は 、 会 場 の 都 合 等 に よ り 定 め る も の と す

る 。  

（ 傍 聴 席 へ の 入 場 禁 止 ）  

第 ４ 条  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 傍 聴 席 に 入 る こ と

が で き な い 。  

⑴  酒 気 を 帯 び て い る と 認 め ら れ る 者  

⑵  会 議 を 妨 害 し 、 又 は 他 人 に 迷 惑 を 及 ぼ す と 認 め ら れ る 者  

⑶  そ の 他 傍 聴 を 不 適 当 と 認 め る 者  

（ 傍 聴 人 の 禁 止 行 為 ）  

第 ５ 条  傍 聴 人 は 、 次 に 掲 げ る 行 為 を し て は な ら な い 。  

⑴  み だ り に 傍 聴 席 を 離 れ る こ と 。  

⑵  私 語 、 談 話 、 拍 手 等 を す る こ と 。  

⑶  議 事 に 批 評 を 加 え 、 又 は 賛 否 を 表 明 す る こ と 。  

⑷  飲 食 又 は 喫 煙 を す る こ と 。  

⑸  帽 子 を か ぶ る こ と 。  

⑹  携 帯 電 話 又 は ス マ ー ト フ ォ ン を 使 用 す る こ と 。  

⑺  傍 聴 席 に お い て 写 真 、 ビ デ オ 等 を 撮 影 し 、 又 は 録 音 等 を す

る こ と 。 た だ し 、 職 員 の 許 可 を 受 け た 場 合 は 、 こ の 限 り で な
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い 。  

⑻  前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 会 議 の 妨 害 と な る よ う な 行 為

を す る こ と 。  

（ 傍 聴 人 の 退 場 ）  

第 ６ 条  傍 聴 人 は 、 会 議 を 公 開 し な い 決 定 が あ っ た と き は 、 速 や か

に 退 場 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 職 員 の 指 示 ）  

第 ７ 条  こ の 規 程 に 定 め る も の の ほ か 、 傍 聴 人 は 、 職 員 の 指 示 に 従

わ な け れ ば な ら な い 。  

（ 違 反 に 対 す る 措 置 ）  

第 ８ 条  傍 聴 人 が こ の 規 程 に 違 反 す る と き は 、 職 員 は こ れ を 制 止

し 、 そ の 命 令 に 従 わ な い と き は 、 こ れ を 退 場 さ せ る こ と が で き

る 。  

附  則  

こ の 規 程 は 、 令 和 ２ 年 ５ 月 ２ ７ 日 か ら 施 行 す る 。  



【資料 2】 

 

 

 

鴻巣市立小・中学校の適正規模及び 

適正配置に関する基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 ２ ７ 年 ３ 月 

鴻 巣 市教育委員会 

 

 



 

 

目  次 

 

１．はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 

 

 

２．鴻巣市立小・中学校の現状・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

 

 

３．適正規模及び適正配置の基本的な考え方・・・・・・・・・・・・・４ 

 

（１）大規模校への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

 

（２）小規模校への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

 

（３）必要学級数の考え方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

 

（４）通学区域の弾力化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

 

 

 

４．規模及び配置の適正化の検討・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

 

（１）小学校の基準について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

 

（２）中学校の基準について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

 

（３）規模及び配置の検討・実施の手順・・・・・・・・・・・・・・１１ 

 

 

 

５．むすびに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

 

 



 

1 

 

１．はじめに 

 

  現在、鴻巣市の児童生徒数は、２０数年前のピーク時から半数以下になってき

ており、以前は児童数１，０００人、学級数３０学級を超えるような規模であっ

た小学校でも小規模化が進んできています。 

合併当時の平成１７年度は、鴻巣市内の全小学校の児童数は６，９４０人、全

中学校の生徒数は３，７０５人、合計１０，６４５人でしたが、平成２６年５月

１日現在では、市内全小学校の児童数は５，９７７人、全中学校の生徒数は３，

１０５人、合計９，０８２人となっています。 

また、本市における０歳から１４歳までの年少人口の推移は、別表１のとおり

年々減少していくことが想定され、今後、小・中学校の小規模化がさらに進んで

いくものと考えられます。 

 

別表１ 本市における年少人口の推移（平成２５年３月１日現在） 

年 齢 H.27 H.32 H.37 H.42 H.47 H.52 

 0 歳～ 4歳 4,344 3,702 3,352 3,167 2,970 2,724 

 5 歳～ 9歳 4,837 4,348 3,805 3,445 3,257 3,057 

10 歳～14歳 5,181 4,771 4,347 3,805 3,445 3,257 

計 14,362 12,821 11,504 10,417 9,672 9,038 

全体人口 119,201 115,686 112,119 107,633 102,406 96,708 

「国立社会保障・人口問題研究所」人口統計より引用（平成２７年のみ同年３月１日の実数） 

 

  このような学校の小規模化は、子ども同士の人間関係や社会性の育成、学校と

しての教育指導等、学校運営面にさまざまな影響を与えることが考えられます。

そのため、市内どこの学校でも、一定の水準の教育を行うことが義務教育である

ということを前提に、学校規模や配置による格差を少なくすることが課題とな

っています。 

 本市では、「潤いと光ある鴻巣教育」を基本理念に、教育行政の５つの基本方

針として、①生きる力をはぐくむ学校教育の充実、②人生を豊かにする生涯学習

の充実とスポーツの振興、③市民文化の創造と交流の促進、④人権教育の推進、

⑤安全・安心で機能的な教育環境の整備を掲げ、「縦の接続」と「横の連携」を

重視した、つながりのある教育施策の展開に取り組んでいます。 
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そのために学校が果たす役割を念頭に置いたうえで、今回、本市教育委員会と

して、「鴻巣市立小・中学校の適正規模及び適正配置に関する基本的な考え方」

をまとめ、適正化に取り組むこととしました。 

 

 

２．鴻巣市立小・中学校の現状 

 

  学校は、知識や物事を習得するだけでなく、子ども同士が豊かな人間関係を築

き、社会性を身に付ける場でもあります。また、いろいろな指導形態による効果

的な学習を行ったり、集団の相互作用による思考力の育成を図ったりするため

にも、活動に応じて少人数のグループから大きな集団まで、適切な規模の集団を

組み、多様な教育活動を展開する必要があります。そのため学校にはある程度の

規模が必要です。 

 

別表２ 鴻巣市立小・中学校の児童生徒数の推移（平成２７年２月６日現在） 
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鴻巣市立小・中学校の児童生徒数の推移（見込）については、別表２のとおり

であり、今後５年間の児童生徒数の増減については、現段階での入学予定児童生

徒数から推定すると、鴻巣市内全体で約６００人の減少が見込まれています。 

 

別表３ 鴻巣市立小・中学校の学級数の推移（平成２７年２月６日現在） 

 
 
 

                                         

                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          

 

鴻巣市立小・中学校の学級数の推移（見込）については、別表３のとおりであ

り、以前は大規模であった小学校でも、現在は学年によっては１学級しか編制で

きなかったり、全学年１学級だったりというように、小規模化が進んでいる学校

があります。 

具体的には、平成２６年度現在で、小学校１年生から６年生まで全て単学級の

学校は市内に４校あります。また、１つの学年を除き、他の学年が全て単学級の

小学校も合わせると６校となり、規模の面で他の小学校と格差が生じています。 
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３．適正規模及び適正配置の基本的な考え方 

 

児童生徒に対する教育効果は、一定規模の集団の中で学ぶことにより得られ

るものであり、適正な学校規模を整えることで高められるものと考えています。

小・中学校の適正規模については、国の学校教育法施行規則により１２～１８学

級の基準が示されており、これがひとつの目安となっています。 

小規模校の良さを指摘する意見もありますが、少人数授業などのきめ細かな

指導は大規模な学校であっても受けることはできます。逆に、ある程度の集団に

よるダイナミックな活動や多様な学習活動の展開は、小規模な学校では実施が

困難な場合もあります。一方、学校の規模が大きくなり過ぎると、施設面から学

習活動に制約が出たり、教員と児童生徒との関わりが十分に持てなくなったり

することもあります。 

なお、鴻巣市立小・中学校の規模別学校数については、別表４に示すとおりと

なっており、現在、本市においても少子化等の影響から学校規模に偏りが生じて

いる状況が見受けられます。このため、今後においては、地域の実情に合わせ、

保護者や地域の方々の意向を尊重しながら、学校配置や通学区域の見直しを含

め、適正規模化に向けた対応を図る必要があるものと考えています。 

 

別表４ 平成２６年度 鴻巣市立小・中学校の規模別学校数 

        区 分 

規 模 

小 学 校 中 学 校 

平成１９年度 平成２６年度 平成１９年度 平成２６年

度 

11 学級以下（小規模校） ８校  ９校  ４校  ５校  

12～18 学級 ９校  ８校  ３校  ３校  

19 学級以上（大規模校） ２校  ２校  １校  ０校  

（特別支援学級の学級数は含まない） 

 

（１）大規模校への対応 

都市開発等の影響から児童生徒数が増加し、大規模校となっている学校につ

いては、施設の老朽化に伴う修繕や改修等に関し適切な対応に努めるとともに、

集団のなかでの教育活動のより一層の充実を図ることも必要であると考えてい

ます。 

また、現在、児童生徒数の増加が見込まれる地域においては、将来的には逓減

していくことが予想されることから、基本的には新たな学校建設は実施せず、現

存の施設活用により対応していきたいと考えています。 
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（２）小規模校への対応 

今後の市内の人口動態を見通していくと、少子化等により小規模校がさらに

増加していくことが予想されます。小規模校における学校教育へ及ぼす影響は、

メリット、デメリットの両面があるものの、別表５に示すように、小規模化の進

行は、本来学校教育において学ぶべき社会性の育成や、互いに学びあい切磋琢磨

する意識の醸成が難しくなるなど多くの問題があります。 

 

別表５ 学校小規模化によるメリット・デメリット 

 メリット デメリット 

 

 

 

学 

  

習 

  

面 

 

 

 

・児童生徒の一人ひとりに

目が届きやすく、きめ細か

な指導が行いやすい。 

・学校行事や部活動等にお

いて、児童生徒一人ひとり

の個別の活動機会を設定

しやすい。 

・集団の中で、多様な考え方に触れる機会や学びあいの

機会、切磋琢磨する機会が少ない。 

・１学年１学級の場合、ともに努力してよりよい集団を

目指す、学級間の相互啓発がなされにくい。 

・運動会などの学校行事や音楽活動等の集団教育活動

に制約が生じやすい。 

・中学校の各教科の免許を持つ教員を配置しにくい。 

・児童生徒数、教職員数が少ないため、グループ学習や

習熟度別学習、小学校の専科教員による指導など、多様

な学習・指導形態を取りにくい。 

・部活動等の設置が限定され、選択の幅が狭まりやす

い。 

 

 

生

活

面 

 

 

・児童生徒相互の人間関係

が深まりやすい。 

・異学年間の縦の交流が生

まれやすい。 

・児童生徒の一人ひとりに

目が届きやすく、きめ細か

な指導が行いやすい。 

・クラス替えが困難なことなどから、人間関係や相互の

評価等が固定化しやすい。 

・集団内の男女比に極端な偏りが生じやすくなる可能

性がある。 

・切磋琢磨する機会等が少なくなりやすい。 

・組織的な体制が組みにくく、指導方法等に制約が生じ

やすい。 

 

学

校

運

営

面 

 

・全教職員の意思疎通が図

りやすく、相互の連携が密

になりやすい。 

・学校が一体となって活動

しやすい。 

・施設・設備の利用時間等

の調整が行いやすい。 

・教職員数が少ないため、経験、教科、特性などの面で

バランスのとれた配置を行いにくい。 

・学年別や教科別の教職員同士で、学習指導や生徒指導

等についての相談・研究・協力・切磋琢磨等が行いにく

い。 

・一人が複数の校務分掌を担当するため負担が大きく

なる。 

・教員の出張、研修等の調整が難しくなりやすい。 
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そ

の

他 

・保護者や地域社会との連

携が図りやすい。 

・ＰＴＡ活動等における保護者一人当たりの負担が大

きくなりやすい。 

 

（３）必要学級数の考え方 

小規模校は、子どもたち一人ひとりにきめ細やかな指導ができるなどメリッ

トがありますが、学校における教育効果は、一定の規模の集団で学び、様々な経

験や多くの教員による指導によって得られるものと思われます。 

特に、１学年１学級はクラス替えができないなどのマイナス面があり、児童生

徒間の切磋琢磨や、クラスにおける団結心の醸成、集団生活による社会性の育成

等において課題が生じる場合もあることから、１学年２学級以上の確保が望ま

しいと考えています。 

また、現在、国が小学校１年生に導入している「３５人学級」をめぐり、見直

しを含めた議論が生じていることもあって、今後、埼玉県の動向も加味したうえ

で、小・中学校の必要学級数を検討する必要があります。 

 

【小学校】 

小学校では、基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、集団生活に慣れ、

多くの友だちを作り、多様な意見などに接する機会をつくるなど、社会性を育成

します。また、指導体制の工夫により、多くの教職員から多様な指導を受ける環

境を確保することが大切です。 

このようなことから、小学校では、通常６年間で複数回のクラス替えを経験す

ることが、社会性を身につけることにつながるものと考えられます。したがって、

１学年に複数学級を確保することが必要となります。 

また、学校は小規模校であったとしても、学校運営において教職員が行わなけ

ればならない業務に大きな差異はありません。このため、学校が小規模化し、教

職員数が減少すると、一人の教職員の負担が増え、就学間もない児童が在籍する

小学校においては、登下校時や緊急時の対応に支障が生じる可能性があります。 

 

【中学校】 

中学校は、教科担任制であるため、９教科に１０名の担当教員（技術・家庭各

１名）が必要となります。さらに、授業の充実、学力の向上を考えた場合、国語、

社会、数学、理科、英語の５教科については、１名ないし２名を確保すべきであ

ると考えています。 
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したがって、その人数を確保するためには、別表６の埼玉県市町村中学校教職

員基準を考えると、９学級から１３学級が必要となります。 

また部活動については、各学校で平均すると、運動部が１２団体、文化部が３

団体程度活動しているため、その数を担当できる教員数も必要となるものと考

えられます。 

 

別表６ 埼玉県市町村 中学校教職員基準表（抜粋） 

学級数 校長・教諭 養護教諭 事務職員 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

５ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１４ 

１５ 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

２４ 

２５ 

２３ 

２４ 

２６ 

２７ 

２９ 

３１ 

３２ 

３４ 

３５ 

３７ 

３８ 

３９ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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（４）通学区域の弾力化 

  本市では、「指定校の変更の許可基準」の弾力化を図っています。保護者等の

希望により、別表７のとおり通学区域の弾力化が適用されています。 

これらについては、今後も学校規模や配置の適正化を図りながら継続して行

い、地域の実情や保護者のニーズに対応していきます。 

 

別表７ 鴻巣市立小・中学校通学区域の弾力化 

区域外就学の理由 許可基準等 

疾病等身体上 

の理由 

疾病によるもの 

通院等によるもの 

治療期間終了学年末 

肢体不自由によるもの 希望する期間内 

教育的配慮 不登校の状態の解消 状況が解消し、通常の就学が可能

と思われるまで いじめ等友人関係 

転居 市外へ転出 当該年度末まで（要協議） 

市内への転居 当該年度末 

（小５・中２は卒業まで） 

住宅建築・購入 住宅購入・住宅新築 工事等が終了し引越しするまで 

住宅建て替え 建て替え工事終了まで 

地域の実情 区画整理等による学区変更 希望期間内 

自治会等の地域の実情・要望 実情・要望内容の協議により決定 

就学支援関係 就学支援委員会の決定によるもの 就学支援委員会の決定した期間 

その他 家庭事情で住民票が異動できない 状況が解消するまで、もしくは解

消した学年末まで（要協議） 共働き等のため祖父母宅等から就学 

介護・看護等のため区域外から就学 

入学する中学校に希望する部活動が

ない 

希望する期間内（小学校等でその

運動等の経験がある方・廃部等に

よる場合） 

通学距離による 

（安養寺地区の児童） 

小学校で学校より直線距離２㎞

を超える区域 

その他、教育上必要と思われる場合 児童生徒の教育を受ける機会を

保障するため（要協議） 
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４．規模及び配置の適正化の検討 

 

現在、本市においては、少子化等の影響から児童生徒数が減少してきている学

校があり、今後、この傾向がさらに加速し、学校運営上、支障が生じる学校も出

てきています。 

このようなことから、学区における人口動態や地域の状況等を踏まえたうえ

で、適正化の計画を進め、一定の児童生徒数を確保することも必要であると考え

ています。 

そこで、小・中学校の適正規模及び適正配置に関する検討を開始する基準とし

て、「学校の存置を検討する基準」についての基本的な考え方をここに示します。 

 

（１）小学校の基準について 

現在、「埼玉県市町村立小・中学校学級編制基準」により、小学校１・２年生

は３５人までが１学級、小学校３～６年生は４０人までが１学級と定められて

おり、定められた基準の人数を超えない限り学級数が増えることはありません。 

このため、小学校１・２年生において複数学級を確保する最低規模の人数は３

６人であり、小学校３～６年生において複数学級を確保する最低規模の人数は

４１人となります。こうしたことから、全学年において複数学級を確保するため

の最低規模の人数は２３６人となります。 

一方、３６人で２学級となるということは、小学校１・２年生では最低規模と

して１８人学級の設置が見込まれます。また、４１人で２学級となるということ

は、小学校３～６年生では最低規模として２０人学級の設置が見込まれます。こ

のことから、６学年すべて単学級とした場合、教育環境の最低児童数は全体で１

１６人となります。 

小学校では、豊かな人間関係や多様な集団を形成することにより、社会性や協

調性を育成していくことが重要であると考えられます。したがって、１学年に２

学級以上を確保することが必要であり、全ての学年が単学級になった状態もし

くは予想される状態であって、集団教育活動に制約が生じる場合においては、学

校の存置について検討を行うものとします。 

また、本市では現在、中学校区内ごとにおける小中学校連携事業を推進してお

り、平成２３年度から平成２５年度に埼玉県の指定を受け、施設分離型、校区連

携型の小中一貫教育を実践し、さらに、その成果を活かして「鴻巣市小中一貫教

育推進モデル中学校区」として学校・家庭・地域が一体となった教育に取り組ん
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でいる地域もあります。 

こうした取り組みを推進することにより、中学校入学への不安が軽減されて

いることや不登校の生徒が確実に減少したこと、さらに、学力向上においても成

果が見られたとの報告を受けております。 

このようなことから、小学校の存置を検討する基準については、下記のとおり

とします。 

 

 

【学校の存置を検討する基準（小学校）】 

○全ての学年が単学級になった状態もしくは予想される状態であって、 

集団教育活動に制約が生じる場合 

○小中一貫教育の推進と地域の実情を踏まえ、より大きな教育効果が 

期待される場合 

  

 

（２）中学校の基準について 

中学校は教科担任制であるため、安定した学校運営を図っていくためには、教

員は、９教科１０名、主要５教科の増員分、さらに校長、教頭等を含め、最低１

７名必要で、その人数を確保するためには、県の教職員の配当基準から、全校で

９学級の配置が最低規模となり、１学年当たり３学級が必要となります。 

また、「埼玉県市町村立小・中学校学級編制基準」により、現在のところ、中

学校１年生は３８人までが１学級、中学２・３年生は４０人までが１学級となっ

ており、このことを前提とすると、１学年で３学級を確保するための最低規模の

人数は、中学１年生では７７人、中学２・３年生では８１人で、全校において９

学級を確保するための最低規模の全生徒数は２３９人となります。   

一方、全学年で４学級以下の場合、校長を除いた教員定数が９人以下となるた

め（別表６参照）、各教科の教員配置が困難となります。したがって５学級が最

低基準であり、５学級を３学年に分けると、２学級、２学級、１学級となります。 

これを小学校と同様に、１学級あたり中学１年生における３８人学級、中学

２・３年生における４０人学級に移行した場合には３９人、４１人、４０人であ

り、教育環境の最低生徒数は全体で１２０人となります。 

前述したとおり、中学校は教科担任制であることから、授業の充実や学力の向

上を図るためには、各教科への教員配置が最低限必要となります。したがって、
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全校の学級数が４学級以下になった状態もしくは予想される状態であって、集

団教育活動に制約が生じる場合においては、学校の存置について検討を行うも

のとします。 

このようなことから、中学校の存置を検討する基準については、下記のとおり

とします。 

 

 

【学校の存置を検討する基準（中学校）】 

○全校の学級数が４学級以下になった状態もしくは予想される状態で 

あって、集団教育活動に制約が生じる場合 

  

 

（３）規模及び配置の検討・実施の手順 

教育委員会は、学校関係者や保護者、地域の方々と連携協力して、それぞれの

立場から、「現在と未来の子どもたちのよりよい教育環境のために」という共通

の視点で協議をし、合意形成を図ったうえで適正化を進めていきます。 

 

① 「鴻巣市立小・中学校適正配置等庁内検討会」 

規模及び配置等の具体的な検討に当たっては、庁内の副部長級職員で組織す

る「鴻巣市立小・中学校適正配置等庁内検討会」において、情報を共有すると

ともに、今後の方向性に関して意見交換等を行い、その内容について教育委員

会に報告します。 

 

② 「鴻巣市立小・中学校適正配置等審議会」 

教育委員会は、「鴻巣市立小・中学校適正配置等審議会」を設置し、「学校の

存置を検討する基準」に達した場合には、審議会委員の選定を行うとともに、

審議会委員に十分な理解を深めてもらうため、事務局としての役割を担います。 

審議会は、教育委員会からの諮問を受け、学校関係者や保護者、地域の方々

と小・中学校の適正規模及び適正配置に関する意見交換会等を実施し、学校の

規模に起因する課題解決の方策について、地域における合意形成を図りながら、

「学校の存置」等を検討し、その検討結果を庁内検討会に報告するとともに、

教育委員会に対し答申書を提出します。 

 



 

12 

 

③ 「鴻巣市総合教育会議」での協議・調整 

平成２７年４月から、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部が改

正され、全ての地方公共団体に、首長（本市においては市長）と教育委員会が

重点的に講ずべき施策等について協議・調整を行う総合教育会議の設置が義務

付けられました。 

本市においても、この法改正に基づいて「鴻巣市総合教育会議」を設置し、

小・中学校の適正規模及び適正配置に関わる事項について、教育委員会等から

の報告・答申を受け、さらに協議・調整を行い、通学区域の見直しや学校の存

置に関する具体的な方策を決定していきます。 

 

④ 市民への情報提供について 

適正配置等に関する審議会及び教育委員会並びに総合教育会議での検討内

容については、市のホームページなどを通じて、積極的に保護者、市民へ情報

提供を行っていきます。 

 

⑤ 実施に当たって 

適正配置等に関する具体的な方策が総合教育会議で決定された後は、より円

滑に通学区域の見直しや学校の存置に関する協議が進むよう、学校関係者、保

護者、地域の方々と、在校生への配慮事項や学校間の交流、事前の準備の検討

などを行っていきます。 
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５．むすびに 

 

 今回、本市教育委員会として、鴻巣市立小・中学校を取り巻く現状及び将来的

な見通しを踏まえ、「鴻巣市立小・中学校の適正規模及び適正配置に関する基本

的な考え方」をここに示すこととしました。 

 このような適正化の推進に当たっては、保護者の方々、地域の方々にその意義

について十分なご理解をいただくことが不可欠です。本市の児童生徒が直面し

ている課題の解決、そして高い可能性を秘めた児童生徒の将来のために、私たち

大人は、どのような考えのもとに、どのような教育環境を提供すべきなのか、ま

た、どのような支援を行うべきなのかをしっかりと見定めることが大切である

と考えられます。 

 関係者の皆様には、より良い教育環境が整備されることで心身ともに健やか

な児童生徒の育成が図れるよう、この基本的な考え方を細部にわたり協議いた

だくとともに、今後におきましても、本市の学校教育の充実に向けて積極的な支

援を賜るようお願いするものです。 

 

 

 

 



 【資料 3】 

【審議会、意見交換会等の経緯】      
 

★鴻巣市立小・中学校適正配置等審議会 関係 

 

・平成２７年４月１５日（水） 

    狭山市教育委員会へ視察 

内容）狭山市小・中学校適正配置の進め方   教育総務部２名 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

 

・平成２７年８月８日（土） 

第１回鴻巣市立小・中学校適正配置等審議会 

  内容）・諮問書の交付 

     ・適正規模及び適正配置に関する基本的な考え方 

 

・平成２７年９月１２日 

    吹上地域班別審議会 

 

・平成２７年９月１３日 

    鴻巣地域班別審議会 

 

・平成２７年９月２７日 

    川里地域班別審議会 

 

・平成２７年１１月２０日 

川里小中一貫教育推進連絡協議会 趣旨説明 

  出席者）協議会委員７名 審議委員４名  計１１名 

 

・平成２７年１２月２日（水） 

    大芦小学校学校評議員会 趣旨説明 

      出席者）学校関係者３名 評議員６名  計９名 

 

・平成２７年１２月１０日（木） 

    笠原小学校学校評議員会 趣旨説明 

      出席者）学校関係者３名 評議員５名  計８名 

 

・平成２７年１２月１３日（日） 

    鴻巣北小学校の通学区域の見直し（宮地１丁目）に関する意見交換会 

      出席者）学校関係者４名 地元参加者９名 審議委員９名  計２２名  
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・平成２８年１月３１日（日） 

第１回 笠原小学校適正配置に関する意見交換会 

  出席者）学校関係者２名 笠小評議員５名 地元参加者62名  

審議委員４名 計 73 名 

 

・平成２８年２月５日（金） 

川里小中一貫教育推進連絡協議会 意見交換及び川島町視察来校 

  出席者）協議会委員７名 審議委員４名  計１１名 

 

・平成２８年２月１６日（火） 

    田間宮小学校学校評議員会 趣旨説明 

      出席者）学校関係者２名 評議員６名  計８名 

 

・平成２８年２月１８日（木） 

    大芦小学校学校評議員会 意見交換 

      出席者）学校関係者３名 評議員６名 審議会委員３名  計１２名 

 

・平成２８年２月２３日（火） 

    常光小学校学校評議員会 趣旨説明 

      出席者）学校関係者２名 評議員６名  計８名 

 

・平成２８年２月２７日（土） 

    小谷小学校学校評議員会 趣旨説明 

      出席者）学校関係者２名 評議員５名  計７名 

 

・平成２８年2月28 日（日） 

第 2回 笠原小学校適正配置に関する意見交換会 

  出席者）学校関係者２名 笠小評議員５名 地元参加者67名  

審議委員４ 計 78名 

 

・平成２８年３月２７日（日） 

    鴻巣北小学校の通学区域の見直し（宮地１丁目）に関する意見交換会 

      出席者）学校関係者２名 地元参加者１２名 審議委員４名  計１８名 

 

・平成２８年４月２４日（日） 

第２回鴻巣市立小・中学校適正配置等審議会 

  内容）・宮地一丁目通学区域の見直し 

     ・小中一貫教育の推進について（屈巣小・広田小・共和小） 

     ・小学校の適正配置について 

      鴻巣地域（笠原小・常光小・中央小） 

      吹上地域（吹上小・小谷小・大芦小） 
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・平成２８年８月７日（日） 

第３回鴻巣市立小・中学校適正配置等審議会 

  内容）・宮地一丁目通学区域の見直し 

     ・小中一貫教育の推進について（屈巣小・広田小・共和小） 

     ・小学校の適正配置について 

      鴻巣地域（笠原小・常光小・中央小） 

      吹上地域（吹上小・小谷小・大芦小） 

 

・平成２８年１１月３０日（水） 

    小谷小学校学校評議員会 意見交換 

      出席者）学校関係者３名 評議員６名 審議会委員４名  計１３名 

 

・平成２９年１月１９日（木） 

    行田市立北河原小学校へ視察 

内容）複式学級について   教育長・教育総務部３名・学校教育部１名 

 

・平成２９年2月５日（日） 

笠原小学校 適正規模・適正配置に関するアンケート結果報告会及び市長懇談会 

    （H２８.10.13～11.15 アンケート調査 笠原小児童及び未就学児童保護者） 

 

 

・平成２９年２月２５日（土） 

第４回鴻巣市立小・中学校適正配置等審議会 

  内容）・適正規模及び適正配置について 

 

・平成２９年５月２５日（木） 

坂戸市城山学園視察 

  内容）小中一貫教育について    教育委員３名 審議委員５名 

      

・平成２９年７月１５日（土） 

第５回鴻巣市立小・中学校適正配置等審議会 

  内容）・要望書について 

・適正規模及び適正配置について（意見集約） 

・      〃        （答申案） 

 

・平成２９年８月６日（日） 

第６回鴻巣市立小・中学校適正配置等審議会 

  内容）・適正規模及び適正配置答申書（案）ついて 

・適正規模及び適正配置答申書の提出について 
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★審議会 

          ・鴻巣市立小・中学校適正配置等審議会  ６回開催 

 

★班別審議会    ・各３地域班別審議会   各１回開催 

 

★学校評議員（意見交換） 

          ・鴻巣地域            ・吹上地域 

             笠原小  １回          大芦小  ２回 

             田間宮小 １回          小谷小  ２回 

             常光小  １回 

 

★視 察      

【来庁】 ・川島町（川里小中一貫推進連絡協議会に視察来校舎） １回 

     【訪問】 ・狭山市教育委員会へ視察    １回 

          ・行田市立北河原小学校へ視察  １回 

・坂戸市立城山学園へ視察    １回 

 

★通学区域 

          ・鴻巣北小通学区域見直し意見交換  ２回 

 

★川里小中一貫 

          ・川里小中一貫推進連絡協議会意見交換  １回 

 

★意見交換（笠原小） 

       ・笠原小適正配置に関する地元意見交換会  ２回 

       ・笠原小適正配置に関するアンケート結果報告及び市長との懇談会 １回 

     

       ※合計２７回開催 
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★その他（笠原小学校関連） 

 

・平成３０年１月２９日 教育長と笠原の今後を考える保護者との意見交換 ８名 

 

・平成３０年３月２２日 市長と笠原の今後を考える保護者との意見交換 ９名 

 

・平成３０年１１月２９日 笠原小学校保護者との意見交換（１～３年） ２３名 

 

・平成３０年１１月３０日 笠原小学校保護者との意見交換（４～６年） １４名 

 

・平成３１年２月１５日 第１回通学区域審議会  

 

・平成３１年２月２５日 笠原小学校保護者との意見交換（４～６年）  １６名 

 

・平成３１年２月２６日 笠原小学校保護者との意見交換（１～３年）  ２２名 

 

・平成３１年３月１７日 第２回通学区域審議会  

 

・令和元年５月２６日  第３回通学区域審議会  

 

・令和元年６月２２日  第４回通学区域審議会  

 

・令和元年９月１２日  笠原小学校公開日における通学区域審議会の情報提供 

（未就学世帯） 

            3 世帯 6名 
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答  申  書 
 

                              平成２９年８月６日 

 

 

 鴻巣市教育委員会  

 教育長 武藤 宣夫 様 

 

                     鴻巣市立小・中学校適正配置等審議会 

                     会 長   矢 部  保 雄 

 

 

     鴻巣市立小・中学校の適正規模及び適正配置について（答申） 

 

 

  少子化の進行に伴い、鴻巣市においても児童・生徒数は年々減少し、学校の小規模化

が進み、子どもたちの教育に様々な影響を及ぼしています。 

  本審議会は、平成２７年８月８日に鴻巣市教育委員会より、下記の３項目の諮問を受

け、児童・生徒数及び学級数の推移・学校施設の現況などを協議し、学校等へ出向くと

ともに意見交換会等にて保護者及び地域の方々の意見を伺い、審議してまいりました。 

 

 

                   記 

 

【諮問事項】 

１． 通学区域の見直しについて 

２． 小中一貫教育について 

３． 小学校の適正配置について 

 

 

  ここに、本審議会は、今後の方向性についてとりまとめました。各関係者の理解と協

力を得て、今後の教育行政に反映されることを期待し、鴻巣市立小・中学校の適正規模

及び適正配置について、付帯意見を付して答申します。 

 

      

 

 

写 
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【諮問事項】 

 １．通学区域の見直しについて 

「付帯意見」 

   ・中長期的視点の課題整理が必要と考えます。同一小学校から別々の

中学校へ接続している学校の多い現状を改善する必要があります。

そのため、中学校の適正配置を視野において小・中連続した接続と

なるような検討が必要です。 

     ・計画されている上尾道路の進捗状況の情報収集を行い、将来の児童

の推移を見据え、児童の安全な通学路の確保が必要と考えます。 

     ・児童のより良い教育環境の整備・充実について、保護者や地域の方々

の理解を得られるよう、将来を見据えた通学区域についての情報提

供を適宜進める必要があります。 

 

 

 ２．小中一貫教育について 

「付帯意見」 

     ・小中連携教育については、引き続き推進する必要があります。 

     ・小中一貫教育（施設一体型）については、引き続き先進地事例の調査に努め

る必要があります。また、坂戸市の城山学園の成果の具現化についての研究

が必要です。 

     ・小中一貫教育推進連絡協議会との連携に努める必要があります。 

・児童のより良い教育環境の整備・充実について、保護者や地域の方々の理解

を得られるよう、情報提供を適宜進める必要があります。 

 

 

３．小学校の適正配置について 

「付帯意見」 

    ・次代を担う児童のためのより良い教育環境の整備・充実に努める必要があり 

ます。 

    ・児童の教育環境の充実について、保護者や地域の方々の理解を得られるよう、

将来を見据えた通学区域についての情報提供を適宜進める必要があります。 

    ・クラス替えが可能な学年になるよう、将来を見据えた適正配置計画の作成に

着手する必要があります。 

    ・将来の適正配置を視野に置いた小学校の学校連携を進める必要があります。 

    ・課題となっている集団教育活動の制約を改善するための対応が必要です。 
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【総論】 

  今後、児童・生徒数の減少により、さらに学校の小規模化が進んでいくことを考え 

 ると、いずれ適正配置は避けることのできない課題と考えます。 

   学校の小規模化は、児童・生徒にとって社会性の育成、多様な学習活動や集団活動

の展開、さらには学校運営面においても様々な問題の発生が危惧されます。 

よって、次代を担う児童・生徒に、より良い教育環境を整備・充実していくために

も、「保護者の意識調査」、「複式学級のあり方」、「小規模校の特色ある教育」、「小学校

の将来に繋がる中学校区を見据えること」などの課題について、教育委員会として、

引き続き継続し研究していくことを望みます。その際、市民への適切な情報提供に努

めていただくことを望みます。 
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資料4

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

小学校児童数 6,94 6,81 6,65 6,55 6,38 6,25 6,16 6,05 6,00 5,97 5,85 5,80 5,78 5,74 5,61 5,50 5,45 5,43 5,30 5,24 5,05

中学校生徒数 3,70 3,60 3,54 3,55 3,49 3,38 3,29 3,22 3,15 3,10 3,02 2,95 2,90 2,84 2,86 2,88 2,89 2,81 2,76 2,71 2,68

6,940
6,812

6,651
6,5536,3806,2536,1666,0536,0075,9775,8535,8015,7825,7475,6155,502 5,452

5,4325,3075,2415,056

3,7053,6083,5443,5503,4973,3803,2953,2283,1523,1053,0242,9542,9032,8492,8622,8852,8932,8112,7662,7182,687
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4,000
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鴻巣市児童生徒数の推移

小学校児童数 中学校生徒数

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

小学校児童数 6,94 6,81 6,65 6,55 6,38 6,25 6,16 6,05 6,00 5,97 5,85 5,80 5,78 5,74 5,61 5,50 5,45 5,43 5,30 5,24 5,05

6,9406,8126,6516,5536,3806,2536,1666,0536,0075,9775,8535,8015,7825,7475,6155,5025,4525,4325,3075,2415,056
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

鴻巣南小学校 490 479 499 498 513 529 542 530 526 525 495 475 462 449 415 395 375 341 327 302 282

490 479 499 498 513 529 542 530 526 525
495 475 462 449

415 395 375
341 327

302 282
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600

700

鴻巣南小学校

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

馬室小学校 297 301 300 291 279 261 262 244 246 251 258 262 269 276 283 279 311 329 324 318 298

297 301 300 291 279 261 262 244 246 251 258 262 269 276 283 279
311 329 324 318 298

0
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馬室小学校

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

鴻巣東小学校 356 349 354 331 331 311 304 296 283 286 272 275 282 281 276 282 262 254 254 260 270

356 349 354
331 331 311 304 296 283 286 272 275 282 281 276 282 262 254 254 260 270
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鴻巣東小学校
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

田間宮小学校 638 642 617 615 610 641 637 622 644 638 625 608 602 605 590 558 570 567 562 563 543

638 642
617 615 610

641 637 622 644 638 625 608 602 605 590
558 570 567 562 563 543

0
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田間宮小学校

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

箕田小学校 423 409 390 383 345 352 340 320 334 314 313 304 296 314 302 312 308 307 294 278 261

423 409 390 383
345 352 340 320 334 314 313 304 296 314 302 312 308 307 294 278 261
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箕田小学校

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

笠原小学校 177 165 158 144 131 118 111 107 102 99 98 95 87 81 75 59 54 53 48 41 40

177 165 158 144 131 118 111 107 102 99 98 95 87 81 75 59 54 53 48 41 40
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笠原小学校
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

常光小学校 157 160 165 144 149 150 154 170 167 171 183 180 176 158 147 140 130 114 103 93 96

157 160 165 144 149 150 154 170 167 171 183 180 176 158 147 140 130 114 103 93 96

0
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700

常光小学校

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

松原小学校 458 445 446 448 440 430 405 389 376 357 351 348 363 367 354 361 372 374 379 383 377

458 445 446 448 440 430
405 389 376 357 351 348 363 367 354 361 372 374 379 383 377
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松原小学校

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数） .

鴻巣北小学校 567 562 545 513 500 484 461 456 453 443 419 411 390 380 365 378 395 385 393 407 394

567 562 545
513 500 484

461 456 453 443
419 411 390 380 365 378 395 385 393 407 394
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鴻巣北小学校
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

赤見台第一小学校 435 422 392 385 363 358 355 354 360 351 325 327 311 316 320 306 327 327 319 324 317

435 422
392 385 363 358 355 354 360 351

325 327 311 316 320 306 327 327 319 324 317
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赤見台第一小学校

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

赤見台第二小学校 346 316 301 311 303 277 284 291 293 307 298 315 331 329 317 297 280 271 262 254 256

346
316 301 311 303

277 284 291 293 307 298 315 331 329 317 297 280 271 262 254 256
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赤見台第二小学校

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

鴻巣中央小学校 593 573 548 546 537 498 467 465 436 431 393 373 383 366 367 367 362 367 326 305 277

593 573
548 546 537

498
467 465

436 431
393 373 383 366 367 367 362 367

326 305
277
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鴻巣中央小学校
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

吹上小学校 657 671 640 634 620 619 599 558 547 560 560 564 563 572 587 580 571 582 591 622 596

657 671
640 634 620 619 599

558 547 560 560 564 563 572 587 580 571 582 591
622

596
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吹上小学校

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

小谷小学校 183 168 160 152 155 149 152 153 151 148 138 136 122 112 123 118 112 109 113 105 91

183 168 160 152 155 149 152 153 151 148 138 136 122 112 123 118 112 109 113 105 91

0
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小谷小学校

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

下忍小学校 526 537 499 501 467 446 447 434 426 420 451 456 477 485 465 460 437 441 416 393 377

526 537
499 501

467 446 447 434 426 420
451 456 477 485 465 460

437 441
416

393 377
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下忍小学校
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

大芦小学校 196 180 185 208 199 181 179 177 171 150 144 140 137 134 118 115 104 104 97 90 94

196 180 185
208 199 181 179 177 171 150 144 140 137 134 118 115 104 104 97 90 94
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大芦小学校

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

屈巣小学校 153 156 160 161 158 164 171 173 173 195 208 204 212 209 201 189 180 200 189 191 185

153 156 160 161 158 164 171 173 173 195 208 204 212 209 201 189 180 200 189 191 185
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屈巣小学校

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

共和小学校 98 91 102 99 89 91 93 104 104 115 114 107 103 84 86 79 78 84 83 83 78

98 91 102 99 89 91 93 104 104 115 114 107 103 84 86 79 78 84 83 83 78
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共和小学校
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

広田小学校 190 186 190 189 191 194 203 210 215 216 208 221 216 229 224 227 224 223 227 229 224

190 186 190 189 191 194 203 210 215 216 208 221 216 229 224 227 224 223 227 229 224
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広田小学校
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

中学校生徒数 3,70 3,60 3,54 3,55 3,49 3,38 3,29 3,22 3,15 3,10 3,02 2,95 2,90 2,84 2,86 2,88 2,89 2,81 2,76 2,71 2,68

3,7053,6083,5443,5503,4973,3803,2953,2283,1523,1053,0242,9542,9032,8492,8622,8852,8932,8112,7662,7182,687
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

鴻巣中学校 762 746 729 725 709 703 689 675 662 630 624 581 588 575 563 546 518 522 537 524 495

762 746 729 725 709 703 689 675 662
630 624

581 588 575 563 546 518 522 537 524
495
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

鴻巣北中学校 426 437 440 455 441 436 429 421 379 337 335 332 329 304 292 277 257 237 226 234 224

426 437 440 455 441 436 429 421
379

337 335 332 329 304 292 277 257 237 226 234 224
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資料4

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

鴻巣西中学校 460 457 451 478 471 455 422 446 443 438 437 483 475 463 439 469 448 437 415 431 419

460 457 451 478 471 455
422 446 443 438 437

483 475 463 439
469 448 437 415 431 419
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

鴻巣南中学校 336 337 316 318 307 305 297 289 294 306 291 266 238 240 249 244 255 245 252 251 250

336 337 316 318 307 305 297 289 294 306 291 266 238 240 249 244 255 245 252 251 250
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

赤見台中学校 684 628 601 543 527 490 514 468 436 429 421 421 426 418 449 439 466 459 462 456 451

684
628 601

543 527
490 514

468
436 429 421 421 426 418

449 439 466 459 462 456 451
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資料4

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

吹上中学校 373 373 387 404 384 372 362 370 361 371 364 343 321 296 307 311 316 297 271 253 253

373 373 387 404 384 372 362 370 361 371 364 343 321 296 307 311 316 297 271 253 253
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

吹上北中学校 427 394 394 398 417 389 368 364 362 371 322 303 295 311 322 337 373 360 369 344 369

427
394 394 398 417 389 368 364 362 371

322 303 295 311 322 337
373 360 369 344 369
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

児童数の推移 (R3年度以降は見込数）

川里中学校 237 236 226 229 241 230 214 195 215 223 230 225 231 242 241 262 260 254 234 225 226

237 236 226 229 241 230 214 195 215 223 230 225 231 242 241 262 260 254 234 225 226
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